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１．公助依存と自助意識

２．自治体の危機管理

－住民の評価と期待

３．防災対策のこれから

４．危機管理教育の必要性と方法
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大震災から学ぶ
ー本日の論点



公助依存と

自治意識の不足
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混乱の中
の秩序



１．大災害のなかの秩序

２．公務員の働き－評価不足

３．法治(行政法）と公平

４．外国の事例－略奪

（Looting)と混乱
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大震災と公助ー
法と秩序の維持
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自治体への信頼
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災害時の信頼主体
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近隣共助と自助不足



図-4　個人責任か行政責任か
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1．テネシー州オピオン郡（７５ドル）

2．クラニック氏の悲劇

３．２０１０年９月３０日

４．自宅全焼

５．公共財と自己責任

６．未払いの問題
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自助・アメリカの事例



11

もえるクラニック家



自治体の危機管理

－これまでの実績と課題
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１．災害対策基本法（1961年）

◇ 土木、建築に注力

◇ 河川、護岸工事、耐震建築

２．地域防災計画(法40，42条）

◇ 自己完結型の災害対応

◇ 事案単位のマニュアル

３．ＰＰＰの失敗－企業、ＮＰＯとの関係
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これまでの危機管理
ー自己完結型



1．遠地援助協定の成果

2．対口支援（ペアリング）

3．近地協力･受援力の不足

4．民間企業との連携ー備蓄

5．危機管理担当を置く功罪
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自治体間協働の成果
（Public-Publicの成果）



１．支援自治体の割り振り

岩手県←大阪府、和歌山県

宮城県←兵庫県、鳥取県、徳島県

福島県←滋賀県、京都府

２.  現地連絡事務所の設置

◇現地対策本部ー宮城県内のほか、気仙沼

南三陸町、石巻市に設置

◇ 要望の吸収と 需要への対応
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広域連携-関西広域連合方式



東日本大震災における

自治体間支援

出典：明治大学危機管理研究センター「2011年度防災・危機管理施策に関するアンケート調査」
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１． 隣接しない県外自治体との遠地協定

７４件＝９２．５％（８０自治体）

２． 隣接しない県内自治体との協定

５８件＝７２．５％

３． 隣接する県内自治体との近地協定

７０件＝８７．５％

４． 隣接する県外自治体との協定

２５件＝３１．３％
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自治体の組織間協定



自治体の危機管理

住民の評価と期待
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19

府県職員の住民評価
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基礎自治体職員の住民評価
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府県職員への期待
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県議の危機対応への期待



市議の危機対応への期待

引用： 明治大学危機管理研究センター（2014年）

回答数：874名
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自治体が直面する
防災対策の喫緊課題



１．情報収集と整理

２．危機対応体制の確立

３．避難誘導

４．避難所の設置・運営

５．関連機関との連携

６．情報伝達
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執行部の危機対応を確認



１．首長リーダーシップと職員の持ち場
◇ 機能の確認－機能別の割り当て
◇ 首長不在と指揮命令系統の検討
◇ 職員の安全確保と参集方法
◇ 対策本部の設置準備とバックアップ態勢

２．断続できない業務の検討
◇ 政策の優先順位
◇ 重要データ保存
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業務継続計画（ＢＣＰ）



３．迅速な対応

◇ 情報と通信手段の準備

◇ J-AlertとＬ-Ａｌｅｒｔ

４．安全な避難方法

◇ 緊急避難所、指定避難所

◇ 外国人、女性、高齢者

５．受援態勢の検討

６．BCPの策定（42県=89.4、635市=36.5％）
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ＢＣＰと事前準備の課題



１．啓蒙情報ｰ不特定多数、長期、印刷媒体

２．警戒情報ｰ地域特定、短期、携帯、広報車

３．緊急情報ｰ

◇ エリアメール、緊急速報＝９５．１％

◇ 防災無線＝７９．８％

◇ ホームページ＝７８．１％

◇ フリーダイヤル＝２３．７％

◇ 登録制＝６０．２％（１０％）←議会の啓蒙

活動
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危機と情報－残る課題



[問題の残る避難所]

１．４３％が未整備

２．食糧、厨房設備、TV、空調、充電

３．避難所の鍵と責任（熊本での事例）

４．避難誘導ー消防団員（８０％）、職員（７５％）

５．災害未経験

消防防災科学センター「避難しやすい環境」
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避難所に残る課題



１．２０１３年 法改正→地区防災計画の策定

２．基本理念→公助から共助へ、住民の自発的行為

３．相模原市→２２地区で計画作成

◇ 内部に自主防災組織を組み入れる

４．内閣府→モデルの提示

◇ 福島県（桑折町＝こおりまち） 人口＝１．２万人

◇ 半田地区＝３７００人

－事前対策(避難ルート、備蓄確認）

－避難（安全確認、避難所設定）と訓練
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地区防災計画ー共助の促進
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地区防災計画の展開
内閣府資料



１．被災者、被害者の心理的不安の緩和=1940年代

２．「心理的応急処置」の活用

◇ 特別な訓練が必要でない

◇ 費用がかからない

◇ 汎用性が高い

３．警察官、消防士、自治体職員→地方議員が加わる

◇ 自らの立ち位置確認

◇ 情報の提供－何が起こった、何故、見通し

◇ 傾聴と医療機関への橋渡し
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心理的応急処置の効用



危機管理教育

ー成果と方法
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[事前準備－教育の重要性]

◇ 意識、認識、知識、組織

◇ 啓蒙活動と教育

◇ 図上訓練（KYT)

◇ タイムライン防災
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重視される危機の四識



資金が要らない施策 資金がかかる施策

短期的
効果

シミュレーション訓練、
ブレーン・ストーミング、
Ｓ－ＫＹＴなど

ハイテク技術の導
入とローテックの重
要性-衛星電話
トランシーバー

長期的
成果

組織編成、指揮命令系統
の整備、自主防災組織など
（PDACの実施）

まちづくりなど
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資金不要の事前準備
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１．消防団員の減少と地域防災

２．１９５５年＝１９４万

→２０１３年＝８７万人

３．年齢層の上昇

→３８．７歳（２０代９２％）

４．手当 （７０００円、年３万６０００円）

５．出動回数の増加
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消防団の現状と課題



１．消防本部の現状

１９９１年（H.3)＝９３６件→２０１４年（H.26)＝７５２件

２．２００６年 消防活動の広域化が法制化

３．人口１０万人以下の本部＝４４９件（６０％）

４．目標＝３０万人 中心都市に集める（奈良県は例外）

５．初動体制の充実、到着時間の短縮、業務の高度化

６．広域化を阻む要因

◇ 給与格差 ◇ 地元での仕事 ◇ 自治体間の落差

７．災害対応の標準化と消防本部
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消防広域化の要請と課題



１．活動の新しい取り組み→公務員職員研修

２．郵便局員の参加

３．事業所表示制度（９７８市町村）＝入札・税

制優遇措置

４．消防団と自主防災組織の連携

５．待遇改善（退職金＝最低額２０万円）

６．地方交付税措置による装備の充実

－情報機器
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消防団組織の改善
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自主主防災組織と
自助・共助
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自主防災組織の組織率
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自主防災組織と発展
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自主防と事前準備ーＡ
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自主防と事前準備ーＢ



ご静聴、深謝。

45


